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現在に至る北海道作業療法士会の取り組み 

H26年度パイロット事業 

179市町村に    

窓口担当を配置・育成 

H27年度パイロット事業 

地域ケア会議への 

参加に資する   

アドバイザー養成 

H28年度パイロット事業 

「地域住民とともに     

地域支援事業を行う   

『推進リーダー』の    

育成と組織化を図る」事業 

地域医療介護総合確保基金H27～H29年度 

北海道リハビリテーション 
３団体連絡協議会 

一般社団法人 
北海道リハビリテーション専門職協会 

１７９市町村 
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「地域住民とともに地域支援事業を行う 
   『推進リーダー』の育成と組織化を図る」事業 

○全国の先進的な自治体では「地域の実情に応じた効果的・効率的な 
 介護予防の取組み」が紹介されている。 
 →作業療法士の知識と技術を生かすことができる要素がたくさんある。 
 
①「たねつくり」：地域課題にあわせた各事業の開発 
②「ひとつくり」：高齢者を含め健康増進や地域支援事業を推進するひと 
③「まちつくり」：健康増進や介護予防に資するよう組織化かつ活用 
 ⇒作業療法士の実践が求められるが、資するノウハウは十分ではない。 
 
○地域住民の健康増進や介護予防に資する作業療法の知識と技術活用し、 
「地域支援事業における自助・互助に資する『事業モデル』を作成し、 
 ともに行動する『推進リーダー』の育成と組織化図る事業を行う。 
  



H２８年度パイロット事業 実施手順 

企画会議 

モデル地区選定と事業協力
依頼、地域診断方法の確定、
講話コンテンツの検討 

 

 

    地域調査 

基本チェックリスト、体力測定、
興味関心チェックシート、生
活行為確認表、１日の作業
数、生活行為目標 

 

   実施計画 

地域調査結果に基づき、
モデル地区に必要なプロ
グラム、講座回数の決定 

養成講座実施 

毎回の講座案内と協力
スタッフの確認、月１回
120分プログラム実施 

 

随時評価と修正 

・アンケート、意見交換会
による運営見直し等 

・協力スタッフ運営会議 

事業評価と事業成果
体力測定、生活行為確認表
の変化、作業数の変化、グ
ループインタビュー、参加者
行動の変化、介護予防いろ
はカルタ 等 

Survey Plan 

Do Check＆Act 



モデル地区選定とスケジュール 

 ４月；地域調査・養成講座の計画立案。 

 ５月；事業説明会および地域調査 

 ６月；第１回講座 

 ７月；第２回講座 

 ８月；第３回講座 

 ９月；第４回講座 

１０月；第５回講座（今金町） 

１１月；第６回講座（今金町） 

１２月；第７回講座（今金町） 

 １月；第８回講座および地域調査（今金町） 

 ２月～３月事業のまとめ 

郡部モデルとして今金町種川地区、都市周辺モデルとして旭川市末広地区を選定した。 

今金町種川地区では通所型介護予防事業「いきいき元気クラブ」、旭川市では末広東 

地区の「三共老人クラブ」の協力を得た。 

旭川市は市との
交渉過程にて規
模縮小となった 
（全４回で終了） 

今金町 

旭川市 

札幌市 



•認知症の方のお世話 

•障がいを持つ方のお世話 お世話 

•生活不活発の改善 

•高齢による虚弱への対処 
栄養と運動 

•健康管理、防寒・防暑 

•減災 
セルフケア 

【たねつくり】 

介護予防推進の３つのたね 



「３つのたね」に基いた講話コンテンツ分類 

大項目 小項目 

Ⅰ身体の部品 

①内臓を理解する 

②体重を支える 

③栄養・呼吸 

Ⅱ脳と精神 

①五感と記憶 

②記憶と活動  

③脳と精神の活発化 

Ⅲ人とのつなが
り 

①社会と環境 

②活動と作業 

③自助・互助・まちづくり 

Ⅳ老年期 

①生きること、死ぬこと 

②２４時間と人生 

③伝統と文化 

パイロット事業WGメンバー 
北海道作業療法士会 会長 
北海道作業療法士会 副会長 
北海道作業療法士会 事務局長 
北海道作業療法士会 地域部担当理事 
北海道作業療法士会 地域部長 
旭川市事業協力者３名（OT） 
今金町事業協力者３名（OT） 

・タイトルは親しみやすいもの 
・挿絵や写真を多く 
・難しいことは簡単に 
・わかりやすく、楽しく 
・参加者の経験や発言を重視 

２００枚以上のスライドを 
事前作成し、地域実情に 
合わせ修正や追加 



「暮らしの達人」養成講座 

今金町種川地区での実践報告 

 



今金町との合意形成に至るプロセス 
H27年9月14日 今金町地域包括支援センターへ訪問し、事業説明 

H28年2月    今金町地域包括支援センターと複数回の戦略会議 

H28年3月4日   今金町種川地区代表者への事業説明 

今金町；保健福祉課長・地域包括支援センター長、保健福祉課・地域包括支援センター主幹 

     保健福祉課係長・保健師、特別養護老人ホーム豊寿園園長・事務長 

     種川連合自治会長、種川老人クラブ会長 

北海道作業療法士会；会長、地域部担当理事、道南北地区長、他事業協力ＯＴ２名 

H28年4月12日 種川老人クラブ役員会にて事業説明会：住民周知と参加促しは今金町、 

    種川老人クラブ、種川連合自治会に協力要請。案内チラシは種川地区全戸配布した。 

H28年５月  種川地区住民事業説明会および地域調査 

H28年6月      今金町議会にて事業計画報告 

事業の受入れの向上を期して、北海道士会と住民・行政との協議にて、 
「暮らしの達人養成講座」として実施することとした。 

 



今金町種川地区 
2016.05.31現在 今金町 種川 

総人口 ５６０３ ４１６ 

６５歳以上人口 ２１２６ ２０５ 

７５歳以上人口 １２２２ １１６ 

高齢化率 ３７．９％ ４９．３％ 

山間にある田園、畑作地帯で家が散在 
買い物や官公庁がある今金町市街地まで６．５ｋｍ 
市街地と結ぶバスは１日７往復で鉄道はない 

通院バスが１日１往復 

種川地区 

居宅サービス 総合事業等 

通所リハ １ 通所型 A、C 

通所介護 １ 訪問型 なし 

訪問介護 １ その他 認知症カフェ 

＊いずれも市街地に集中 

H26年最高気温＋31.3℃ 

     最低気温－21.2℃ 

面積：568.1km2  

可住地面積：19.8% 



地域調査の前に下調べを実施 

・第6期高齢者福祉計画・介護保険事業計画 

・既存の町民アンケート結果 

・既存の町民アンケート結果 

・地域包括ケア「見える化」システム 

・産業、伝統文化、開拓史、過去の災害 

地域包括ケア「見える化」システム 

下調べ 
種川 
百年のあゆみ 
 
教育委員会 
H6年発刊 

町民アンケート 
地区別結果 



（2015.７月現在） 



順位 地区 人口総数 
６５歳以
上人口 

認定者数 認定率 高齢化率 

1 稲穂 118  52  5  9.6% 44.1% 

2 鈴岡 86  27  3  11.1% 31.4% 

3 八束 228  97  12  12.4% 42.5% 

4 今金 3,622  1,202  159  13.2% 33.2% 

5 豊田 54  26  4  15.4% 48.1% 

6 田代 212  88  14  15.9% 41.5% 

7 住吉 43  24  4  16.7% 55.8% 

8 種川 268  132  22  16.7% 49.3% 

9 金原 162  66  12  18.2% 40.7% 

10 花石 64  43  9  20.9% 67.2% 

11 中里 42  29  7  24.1% 69.0% 

12 光台 14  8  2  25.0% 57.1% 

13 御影 128  66  17  25.8% 51.6% 

14 日進 30  15  4  26.7% 50.0% 

15 鈴金 87  40  12  30.0% 46.0% 

16 美利河 48  26  8  30.8% 54.2% 

17 白石 60  18  7  38.9% 30.0% 

18 神丘 242  100  42  42.0% 41.3% 

計   5,508  2,059  343  16.7% 37.4% 

今金町地区別介護認定率及び高齢化率（2015．７月現在） 

種川認定率 第8位 



地域調査 対象：平均年齢 ７８．３±７．９歳 
①基本チェックリスト：５３名 
②興味関心チェックシート：５６名 
③生活行為確認表：５６名 
④生活歴と1日作業数：５５名 
⑤体力測定：４８名 
・握力 
・タイムアップ＆ゴーテスト（TUG） 
・ファンクショナルリーチテスト（FRT） 
・開眼片脚立位 
・５ｍ通常・最大歩行 

N=56 

事業担当OT５名 
保健福祉課５名 
ボランティアPT,OT10名 
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①基本チェックリスト結果 
(調査５３名) 

生活機能 ４名 

運動 １６名 

栄養 ０名 

口腔 ９名 

閉じこもり ４名 

認知症 ２０名 

うつ １６名 



②興味関心チェックシート結果n=56 

し
て
み
た
い
こ
と 

興味があること 

男女共通 



③生活行為確認表結果；上位項目n=56 

とても困難を感じる 

少し困難を感じる 

１位雪かき１５名 ２位床から立ち上がる１０名 ３位広口びん開け８名  
４位階段昇降、15分歩行４名 ５位外出、ストーブ灯油、草むしり  

１位階段昇降１８名 ２位もの忘れ１７名 ３位ペットボトル蓋１５名  
４位床から立ち上がり１３名 ５位うつっぽい、広口びん開け１１名  
  主観的幸福感 

とても健康１８名 少し健康２７名  

あまり健康でない１０名 健康でない１名  

 

 

 

 



④生活歴と１日作業数n=56 
【血圧】高血圧群40名（ 男性13,女性27) 

【BMI 】25以上；26名（ 男性8,女性18) 18.5以下；0名 

【病気】骨・関節疾患：２７名、高血圧：２１名 

心疾患：１１名、糖尿病：５名  

【家族構成】 独居：１４名、夫婦世帯：１５名 

その他二人暮らし：９名 ２世代以上：１７名  

【１日作業数】１０未満：１４名 １０～１５：３３名 

１６～２０：８名 ＊min６,max１９ 

 

 

 

 



生活行為の目標 n=56 
1 畑仕事をこれからも続けていきたい 7 6 

2 現在の身体機能を維持したい 9 9 

3 孫に畑のことを教えてあげたい 1 1 

4 サークルに参加して、運動体力向上したい 1 7 

ipadの操作をより向上したい 7 5 

5 ゲートボールを継続したい 7 7 

6 今やっている野菜出荷の仕事を続けたい 9 9 

7 夫の見舞いを続けたい 2 1 

8 水産加工の仕事を続けたい 7 6 

9 着付け関連の役割を続けたい 10 10 

10 畑仕事、花作りをこれからも続けていきたい 5 7 

カラオケを続ける 7 7 

11 好きな水泳をはじめ、体を鍛えたい 1 1 

習字や料理を習って自分の生活を豊かにしたい 1 1 

12 花作りを続けたい 5 5 

13 旅行に友達といってみたい 1 1 

演奏会に行きたい 1 1 

14 体操をやりたい 5 4 

歩くことを続けたい 7 6 

15 友人とお茶のみを続ける 7 7 

16 水産加工の仕事を続けたい 10 10 

編み物をしたい 8 10 

17 畑と温泉に行くことを継続したい 10 10 

娘と一緒に料理を作る 3 3 

18 町内会の体操教室に参加したい 1 1 

ビールハウスまで散歩したい 5 5 

19 テニスをしたい 5 5 

ボランティア活動を継続したい 10 10 

20 友人の家まで歩いていきたい 10 8 

カラオケを続ける 8 10 

21 ボランティア活動を継続したい 10 10 

22 畑仕事をできるだけ続けたい 5 5 

息子のための昼食作りを継続したい 7 5 

23 野菜作りを元気で継続したい 8 8 

作った野菜を子どもや孫に食べさせて家族仲良く暮らしたい 5 5 

24 山菜採りに行きたい 2 1 

25 食事の準備後片付けを続けたい 8 10 

自分と夫の洗濯を続けたい 10 7 

26 今の生活を続けたい 10 10 

27 運動をしてみたい 4 1 

28 果物の栽培を継続する 10 10 

29 図書室に行って本を読むことを継続したい 8 5 

畑仕事を継続したい 10 9 

30 もう少し楽に畑作業をしたい 5 5 

31 畑仕事を継続したい 10 10 

32 友達と楽しく過ごしたい 10 8 

33 畑仕事を継続したい 10 10 

34 地域づくりをしたい 7 6 

メロン作りをしたい 10 5 

35 カラオケに行きたい 1 1 

お友達を作って遊びたい 3 3 

36 膝が良くなったらお花を植えたい 1 1 

今のままご飯が作れるようにしたい 5 5 

37 今の生活を９０歳まで目標に継続したい 10 9 

38 隣近所に行くことを継続する 5 5 

39 元気クラブに参加して現在の生活を継続したい 7 7 

散歩したい 3 3 

40 花畑、野菜作りを継続したい 5 5 

子どもに会いにいけるように元気でいたい 5 5 

41 これからも家族と一緒に生活したい 10 10 

42 身内と穏やかに会話をするようにしたい 5 7 

畑仕事をこれからも続けていきたい 8 9 

43 庭木の手入れをしたい 7 5 

ボランティア活動を継続したい 7 5 

44 畑仕事をこれからも継続したい 5 3 

ゲートボールをしたい 1 2 

45 ガラス拭きなど掃除時間を長くしたい 8 5 

46 元気でいたい 8 8 

47 ガーデニングを長く継続したい 7 8 

農協女性部の活動を続ける 9 8 

48 総合体育館で管理の仕事を続けたい 10 10 

50 旅行に行きたい 5 5 

花作り、野菜作りを継続したい 10 10 

51 定時制高校に通いたい 1 1 

１００歳まで生きたい 1 1 

52 孫の送り迎えを継続したい 10 10 

買い物に行くことを継続し、孫にご馳走を食べさせたい 10 10 

53 マージャンをしたい 1 1 

釣りをしたい 1 1 

54 山菜取りを続けたい 10 10 

カラオケを続けたい 10 10 

55 旅行に行きたい 3 3 

主婦として家事を続けたい 10 8 

56 息子のためのご飯作りを継続したい 10 10 

草取りをいつまでも継続したい 10 10 
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⑤体力測定 n=48(男性15,女性33) 

握力:男性10名(66.7%)、女性23名(69.7%)が特定高齢者の平均以上1) 

５ｍ通常歩行：男性14名(93%)、女性28名(84.8%)が平均時間未満1) 

５ｍ最大歩行：男性14名(93%)、女性30名(90.9%)が平均時間未満1) 

開眼片脚立位：男性9名(60%)、女性23名(69.7%)が特定高齢者平均未満、う
ち男性7名、女性18名が要支援平均未満 1) 

TUG：男性13名(86.7%)、女性24名(72.7%)が平均時間未満1) 

FRT：男性１３名(87%)、女性26名（79%）が基準値以下2) 

 

1)厚生労働省 体力測定マニュアル（改訂版） 

2)Duncan,P.W.,Weiner,D.k.et al:Functional Reach:  
A New Clinical Measure of Balance  



下調べ・地域調査に基づいた年間テーマ（今金町） 
プログラム 

第１回 
６月２１日（火） 

発表！種川の皆さんの元気度 

・実践！作業をすることで人は元気になる 

・リハ体操：全身体操、足の運動① 

第２回 
７月１９日（火） 

・身体を支える丈夫な骨としっかりした筋肉 

・転倒！上手な転び方 

・リハ体操：全身体操、手の運動① 

 第３回 
８月１９（金） 

・活動を支える栄養、免疫、代謝 

・種川も暑い！夏の備え 

・リハ体操：全身体操、足の運動② 

第４回 
９月２３日（金） 

・過去と未来を結ぶ！伝統と文化  

・３日間が勝負！災害への備え 

・リハ体操：全身体操、手の運動② 

プログラム 

第５回 
１０月１８（火） 

・内臓元気で健康維持～呼吸・循環・嚥下 

・感染対策！インフルエンザや肺炎への備え 

・リハ体操：全身体操、足の運動③ 

第６回 
１１月１５（火） 

・脳とこころを活発に！ 五感と記憶と活動 

・お互い様！自分のお世話と他者のお世話 

・リハ体操：全身体操、手の運動③ 

第７回 
１２月２０日
（火） 

・養成講座の振り返りと意見交換会  

・リハ体操：リクエスト体操 

 

 第８回 
１月２０日（金） 

修了式 

地域交流会：介護予防カルタ大会 

 



暮らしの達人養成講座プログラム 

時間 内容 

9:30~ 血圧測定、健康チェック 

講話＆体験 
10:00~11:00 
(60分) 

講話：テーマについて知識を得る 

共有：自分の経験を参加者と分かち
合う 
体験：実際に体験してみる 

からだ作り
11:00~11:30 
(30分) 

ドーミン・リハ体操：北海道リハビリ
テーション専門職協会製作 
生活行為と運動のマッチング。 

地域への発信
11:30~12:00 
(30分) 

今日の振り返り 
標語づくり 
次回の予定 

講話と共有と体験 

ドーミン・リハ体操 

標語づくり 



講話と体験 
１０：００～１１：００  担当：小岩伸之（八雲総合病院OT） 



毎
回
提
示
の
総
論
ス
ラ
イ
ド
① 



毎
回
提
示
の
総
論
ス
ラ
イ
ド
② 



講
話
の
流
れ
（
例
） 

テーマごとの作
業と生活行為の

大切さ 

参加者の 
「暮らしの知恵」 

の共有 

知識・技術 
の提供 

（＋体験や実技） 
 



減
災 

講話内容の一部を実際に体験 
 

セルフケアと 
他者のお世話 

暗闇での着替えと移動 

正しいマスク 

正しい血圧の測り方 

冷や奴のトッピング 

呼吸トレーニング 

栄養・呼吸 

ヘッドライト・エアマット 

車いす・認知症の方へ接し方 

二重課題と展望記憶 
・足踏み＋野菜名 
・笛で立ち上がる 

記憶と活動 



からだ作り 
ドーミン・リハ体操 
＊上肢・発声編（１１個の体操） 
＊下肢編（１１個の体操） 

１１：００～１１：３０  担当：大和孝司（コミュニティホーム八雲OT） 

ドーミン・リハ体操 





地域への発信 
暮らしの知恵標語作り 
１１：３０～１２：００  担当：冨樫由美子（八雲総合病院） 
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を
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第１回 
第６回 第４回 

回覧板で講座の様子を伝える
⇒地域啓発と新規参加を期待 



結果 
事業評価および事業成果 

＊詳細は 

第５１回日本作業療法学会にて報告予定 



全８回養成講座 参加者推移 



全８回養成講座参加者属性 

年齢 男性 女性 合計 

６４歳以下 １ ２ ３ 

６５歳～７４歳 １ ８ ９ 

７５歳～８４歳 ５ １５ ２０ 

８５歳～ ３ ９ １２ 

合計 １０ ３４ ４４ 

障害自立度 男性 女性 合計 

J１ ９ ２７ ３６ 

J2 １ ６ ７ 

A1 ０ １ １ 

合計 １０ ３４ ４４ 

認知自立度 男性 女性 合計 

自立 ９ ２３ ３２ 

Ⅰ １ ９ １０ 

Ⅱa ０ １ １ 

Ⅱb ０ １ １ 

合計 １０ ３４ ４４ 

J1 
82% 

J2 
16% 

A1 
2% 

J1 J2 A1

20% 

73% 

7% 

前期高齢者 後期高齢者 その他 

自立 
73% 

Ⅰ 
23% 

Ⅱa 
2% 

Ⅱb 
2% 

自立 Ⅰ Ⅱa Ⅱb 

44名 (男性10,女性34平均年齢78.7±7.98歳 MAX94、MIN60） 



地域診断を除く、全８回の養成講座出席率 

出席回数 出席率 人数内訳 

８回 １００％ ２名 

７回 ８７．５％ ３名 

６回 ７５％ ９名 

５回 ７１．４％ ０名 

４回 ５０．０％ ２名 

３回 ３７．５％ ４名 

２回 ２５．０％ １２名 

１回 １２．５％ １２名 

計 ４４名 

暮らしの達人  
認定書１４名 

暮らしの達人 
養成講座  

各回終了書３０名 



養成講座アンケート結果（全８回合計） 

①生活に取り入れたい内容でしたか？ ②種川地区に広めたい内容でしたか？ 

③知人や友人に紹介したいと思いますか？ ④また参加したいと思いますか？ 

全ての設問で 
９０％以上が 
  「とても思う」 
  「思う」  と回答 



体力測定と１日作業数の変化 
講座参加者＝介入群、講座非参加者＝非介入群 

＊ 

○介入群１３名（男性4名，女性9名，79.3歳±7.0） 
：握力,FRT＊,TUG ＊   ,開眼片脚立位＊ ,５ｍ歩行＊で改善傾向にあった。 
 １日の作業数＊は増加していた。 
 
○非介入群１３名(男性8名，女性5名，79.5歳±6.6) 
：握力以外のFRT,TUG,開眼片脚立位,５ｍ歩行で悪化傾向にあった。 
 １日の作業数＊は減少していた。 

＊p<0.05 



生活行為確認表の介入前後結果 
～生活行為確認表 設問１～３０～ 

 

主観的健康感の介入前後結果 
～生活行為確認表 設問３１～ 

介入群 非介入群 



地
域
で
の
自
主
展
開 

住
民
憩
い
の
場
「種
川
温
泉
」
の
環
境
整
備 

熱中症予防：温度計設置 

健康管理：血圧計設置 懐かしDVD鑑賞会による回想 

養成講座参加者の自主的行動 

カラオケクラブで体操を実施 



地域と専門職を繋ぐ 
～他職種とのコラボレーション～ 

手指衛生指導 
正しいマスクの付け方 

減塩のすすめ 
タンパク質摂取とサルコペニア 
食品成分表示の読み方 

歯周病と病気の関係 
咀嚼嚥下とフレイル 

保健師 栄養士 歯科衛生士 

地域での講話デビュー 



事例；参加者自身の行動変容 

・講座で日常生活の作
業が大切であることを学
んだ。 

・９月に帰省した娘に使
用法を学び本人の手順
でメモした。 
・OTは保健師に手順の

見える化を助言したが、
手がかりがなくても自立
している。 

失いかけた作業を取り戻した９２歳 

・２層式洗濯機では自立
していた。 

・全自動洗濯機になり、
嫁に「わからない」といえ
ず自分のものは手洗いで
我慢していた。 

閉じこもりから参加へ ８５歳 

・OTは保健師にテーマ

「呼吸」に合わせ誘うよ
うに助言した。 
・OTは他参加者との関
係づくりに留意した。 

・参加回数が多くなり、
老人クラブの集まりに
も出かける様になっ
た。 

・慢性呼吸不全になって
から倦怠感で妻がどこに
誘っても出たがらない。 
・集まりが苦手になった。 



介護予防コンテンツ 「介護予防いろはカルタ」 
～地域住民が考えた暮らしの知恵をカルタに～ 

朝から元気に深呼吸 

イラスト製作：曽我氏、庭田氏 
（国立病院機構八雲病院） 

あ 

聞き取る 
探す 

手を伸ばす 

読み上げる 

理解する 

交流
と 
学び 



互助 
 講座内容を、夫に教えたり友達に教えたりして会話することが増えた。 

 買い物の御用聞きをして安否確認をする。 

 家から出られない人に学んだことを教えるとよい。 

 講座で学んだことをもとにして、みんなで次の案を出す。 

 諦めないで電話でも誘う。来なくても、声を聴くことが出来る。 

 介護予防の標語をでっかく書いて、温泉に貼る。 

 みんなで体操したり歌う。我々が元気のいいところを見せたい。 

 周りの人に挨拶して歩く。誰が何してるかわかる。 

 隣近所の人や友人を車に乗せて送迎する。 

 交流が大事なので、一人でも多く誘いたい。 

 講座資料をみんなで読み合わせしたらどうか。 

 料理教室を取り入れたらよい。 

 麻雀クラブとかあったらいい。認知症予防にもなるし。 

 ステップダンスを取り入れたらどどうか。誰でもできるアレンジをして。 

 

 

 
交流 住民 

主体 

声掛け 

安否確
認 

買い物 
送迎 
支援 

グループインタビュー 

 元気は年齢ではなく、生活であり作業である。 

 洗濯物を干す時に、これも体操になる。 

 雪かきもできるようになった。去年に比べて元気になった。 

 運動を意識するようになって、エアロバイクも始めた。 

 身体は年を取っていくが、去年より良くなっているのを実感。 

 夫婦で朝にテレビ体操をやるようになった。 

 普段の姿勢に気をつけるようになった。 

 塩分を控えるようになったり、水分を多く取るようになった。 

 １日の野菜を多く取っている。 

 肉を週に２回くらい食べるようになった。 

 流しにろうそくを置くようにした。 

 家中に懐中電灯を置いた。 

  ライト代わりになるので、携帯の充電を枕元でするようになった。  

 他の人の話を聞いて足りないことを自分で補うようになった。 

自助 

作業の 
大切さ 

運動の 
継続 

栄養 減災 



まとめと今後の展望 
〇生活不活発予防、環境や加齢変化への備えに必要なOTの知識と技術を盛り込み、 

  総合事業における作業療法実践の事業モデルとなった。 

〇事業を通して作業療法士の役割が理解され、 

  H29年度から地元老健所属OTが地域包括支援センターとの兼務発令となった。 

• 養成講座プログラムは作業の継続と生活行為の重要性に主眼を置いた。 

• 後期高齢者が多かったが、介護予防意識の高い高齢者の顕在化に役立った。 

• 参加者とともに作成した標語を基にしたコンテンツ、介護予防カルタを製作した。 

• 参加者は、徐々に自主的に昼食会開催やカラオケクラブ等で体操啓発を始め、 

  リーダーとしての自覚や行動が芽生えた。 

• 今金町種川地区の実践では身体機能も向上した。 

〇H29年5月に「推進リーダー」と地域包括支援センター、有志・有力者にて、 

 種川地区を中心とした「今金上地区（種川・美利河・花石・中里・住吉）」に、 

 通所型サービスBの設置、「いきいき元気クラブ」が一般介護予防の住民主体の 

 通いの場へ移行する、について意見交換する予定。 


